
　市庁舎を後にした一行は海岸地区へと移動し、高
度な基礎研究と技術開発機能を備えた唐津市水産業
活性化支援センターを訪問しました。

　内発協では令和７年（2025年）３月27日・28日の
２日間の日程で、令和６年度（2024年度）下期視察
研修会を九州地区で行いました。視察団一行は佐賀
県唐津市で「市庁舎」、「水産業活性化支援センター」
を、福岡市で大規模商業ビル「福岡大名ガーデンシ
ティ」の３箇所を巡り、防災用自家発電設備、都市
ガス専焼の常用防災兼用発電装置（ガスエンジン
コージェネ）の実機などを視察しました。

　１日目は福岡空港に集合後、唐津市役所を訪問し
ました。庁舎内の会議室で担当者様より防災対策な
どへの取り組み状況について概要説明を伺いました。
　続いて、自家発電設備の設置フロアに移動しまし
た。設計製造・据付工事から設置後の定期的な点検
整備まで一貫して携わるニシハツ株式会社の複数の
技術者様より防災用自家発電
設備（定格出力800kW）の
運用に関する概要説明を受け
ました。屋上で太陽光集熱シ
ステムなど再エネ利用システ
ムの実機も視察しました。

唐津市役所

内発協の視察会報告、唐津市役所の防災用自家発
九州初の常用防災兼用ＧＥコージェネなどを視察

唐津市役所の屋上から唐津城（舞鶴城）を臨む

写真上は認証票。出力800kW・40秒始動の防災用自家発防災対策について説明した唐津市水産課係長の坂本様
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　支援センターでは競争力のある新しい養殖魚種の
開発や普及を促進する「新水産資源創出プロジェク
ト」を実施するため、平成24年（2012年）から九州
大学と共同で完全養殖の研究に取り組んでいます。
　一行は会議室で担当者様より共同研究の進捗状況
に関する概要説明を伺いました。その中で、研究成

水産業活性化支援センター 果の事例として、平成26年（2014年）に誕生した「完
全養殖マサバ」（唐津Ｑサバ）を紹介しました。今
後の抱負について、唐津市が誇る呼子のイカに続く
新たなブランド魚として、「日本で初めて量産化に
成功した唐津Ｑサバを唐津の新しい名物にしたい」
と語りました。
　支援センターの屋外に設置された防災用自家発電
設備などを視察しました。

自家発は電力途絶時には72時間以上の稼働に対応できる 市庁舎の屋上の太陽光集熱システム

高圧受電盤

写真上左から後藤支援センター長と坂本係長
写真下左から高圧受電盤、低圧電灯盤など。右はニシハツ製
の自家発電設備

燃料小出槽
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　２日目は「コージェネ大賞2024」で優秀賞を受賞
した福岡大名ガーデンシティ（福岡市中央区）を訪
問しました。福岡市都市機能向上プロジェクト「天
神ビッグバン」で認定された同施設は、児童数減少
などが理由で平成26年（2014年）に閉校した大名小
学校の跡地に建設されました。同施設は高いセキュ
リティ機能を備えたオフィス、５つ星クラスのホテ
ル、さらに地域の公民館・保育施設、共同住居など
で構成される複合施設です。積水ハウス、西日本鉄
道、⻄部ガス、西日本新聞社、福岡商事の５社が開
発・運営を行っています。
　建物規模は地上25階・地下１階建、延床面積約９
万1,432㎡。最大の特長は、震度６程度の地震が起
きた場合でも安定供給ができることを内発協の「ガ
ス専焼発電設備用ガス供給系統評価委員会」により、
耐震認定に係わる評価を取得した九州初の都市ガス
の「中圧認定導管」を活用したコージェネを採用し
た点です。さらに、平成17年（2005年）に発生した
福岡県西方沖地震での経験も踏まえ、電力と熱エネ
ルギーを供給する都市ガスエンジンコージェネは屋
内に設置され、発電出力800kW×２基（ヤンマー
エネルギーシステム株式会社製のEP800G）の複数
台を導入した点です。
　ガスエンジンコージェネと受変電設備、空調・給
湯熱源、井水浄化設備といった熱源設備を一括して
運営を行い、エネルギーサービス事業を展開してい
るのは西部ガスグループ会社、西部ガステクノソ
リューション株式会社です。同社の協力を得て視察
団一行は施設内の高層階にあるオフィスゾーンで実
際のオフィススペースに立ち入らせて頂き、始めに、
そのスペースの一角で西部ガステクノソリューショ
ンの担当者様より施設全体の概要説明を伺いました。
　２基のコージェネは令和５年（2022年）６月から
稼働を開始しました。発電効率は41.2％、排熱回収
効率は32.6％で、総合効率は73.8％。非常時には防
災用発電設備として防災負荷を担うことが可能な
「常用防災兼用発電設備」であり、複数台の非常用
電源を確保できることで、レジリエンス（強靱化）
の強化につながることが期待されています。また、
２基のコージェネの効率的運用を実施することで、
脱炭素化の推進に加えて、省エネルギー性や経済性
の向上に寄与することも期待されています。

大 名 ビ ル 福岡大名ガーデン 
シティの概観

都市ガスの中圧認定導管

出力800kW・40秒始動の常用防災兼用発電装置。右上は認証票
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【参考】
　内閣府では今年３月末日、南海トラフ地震が発生
した際の被害想定を初めて見直し公表しました。そ
れによると、今回視察した九州地方が大きく被災し
た場合で建物の全壊焼失棟数と死者数は約12万
5,010棟で約５万9,200人。停電戸数は地震直後に約
331万戸、避難者数は地震１週間後に約68万1,200人。
避難所は大規模化し、避難生活は長期化すると想定
されています。
　注力すべき今後の課題として、国主導による強靱

化（レジリエンス）対策として上下水道や幹線道路
など社会インフラ整備計画の策定・実施が求められ
ています。地方行政や民間主導による防災対策とし
て避難所としての活用が求められる市民会館・体育
館・集会所など公共施設、帰宅難民の大量発生が想
定される大規模オフィス、拠点診療所・介護施設で
の耐震化の強化が求められています。各施設による
停電対策として自家発電設備の導入・活用よる非常
用電源の確保、かつ、ライフライン対策として飲料
水・食料の確保・備蓄などが求められています。

　引き続き、エレベーターを中心に配置した広いフ
ロアーを周回して室内を細かに見学しながら、オ
フィスの利用環境の向上を図るために採用された空
調方式や採光方式、自由度を高めた間仕切りとする
ための創意工夫に関して、詳細説明を受けました。

　その後、一行は施設内の都市ガスエンジンコー
ジェネが設置されたフロアーへと移動しました。安
全・安心、かつ、安定した電力・熱エネルギー供給
を実施しているコージェネを始めとした関連システ
ム・設備、各種機器の実機の視察を行いました。

西部ガステクノソリューション株式会社の山﨑様

排熱投入型吸収式冷温水機

昭和鋼板製の真空式温水ヒーター定格出力930kW

ターボ式冷凍機
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